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1. 腎癌診療ガイドライン 2007年版 金原出版 日本泌尿器科学会編 （作成委員） 

 

2. 腎癌診療ガイドライン 2011年版 金原出版 日本泌尿器科学会編 （作成委員） 
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6. 腎盂・尿管癌診療ガイドライン 2023年版 医学図書出版 日本泌尿器科学会編（評価委

員長） 

 

7. 骨転移診療ガイドライン 第１版 南江堂 日本臨床腫瘍学会、編 （作成委員） 

 

8. フォン・ヒッペル・リンドウ（VHL）病診療ガイドライン 「 フォン・ヒッペル・リンドウ病の病態調

査と診断治療系確立の研究」班 中外医学社 （研究分担者） 

 

9. 腎癌取り扱い規約 第 4版（2011年４月） 金原出版 日本泌尿器科学会・日本病理学

会・日本医学放射線学会編 （作成委員） 

 

10. 腎癌取り扱い規約 第 5版（2020年 12月） メディカルレビュー社 日本泌尿器科学会・

日本病理学会・日本医学放射線学会編 （作成委員長） 

 

11. 精巣腫瘍取り扱い規約 第 4版（2018年 8月） 金原出版 日本泌尿器科学会・日本病

理学会・日本医学放射線学会・日本臨床腫瘍学会、編 （作成委員） 

 

12. がん治療認定医教育セミナー 第８版 一般社団法人日本がん治療認定医機構教育委

員会 

 

13. がん治療認定医教育セミナー 第 9版 一般社団法人日本がん治療認定医機構教育委

員会 



 

14. がん治療認定医教育セミナー 第 10版 一般社団法人日本がん治療認定医機構教育

委員会 

 



VII 受賞・表彰・研究費 

 

名目 受賞年月 選考機関 受賞名 受賞金額 題名 

        

助成金 1995/11/2 
秋山記念生命科

学振興財団 
助成金 

900,000

円 

ヒト腎細胞がんに対する N116Y

を用いた遺伝子治療の基礎的

研究 

助成金 2000/4/11 

財団法人聖ルカ・

ライフサイエンス

研究所 

助成金 
500,000

円 

泌尿器科がん患者における精

神症状の評価と、それに基づく

看護アプローチの樹立に関する

研究 

表彰 2008/10/31 
第４６回日本癌治

療学会総会 
優秀演題   

遠隔転移を有する腎がん患者

に対する天然型インターフェロ

ン、メロキシカム併用療法の意

義 

表彰 2012/6/16 
第９回泌尿器科再

建再生研究会 
研究会賞   

前腕遊離皮弁を用いた陰茎形

成術により陰茎の再建に成功し

た陰茎原発 primitive 

neuroectodermal tumor の１例 

表彰 
2013/10/24-

26 

第５１回日本癌治

療学会総会 
優秀演題   

Sorafenib 関連手足皮膚反応に

対する高すべり性スキンケアパ

ッドの有用性の検討 

表彰 2019/10/5 北海道医師会 
北海道医師会

賞 
  

進行性腎細胞がんにおける予

後因子の解析と全身療法の適

正使用に関する研究 

表彰 2019/10/5 北海道 北海道知事賞   

進行性腎細胞がんにおける予

後因子の解析と全身療法の適

正使用に関する研究 

表彰 2021/4/21 厚生労働省 
厚生労働大臣

感謝状 
  

令和２年度臓器移植対策推進

功労者 

 

  



Ⅷ. 医局の変遷 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


